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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は、山崎豊子の「戦争三部作」とその形成条件を文化交渉の視点から検討し、社
会派・国際派としての作家山崎の新しい人間像の解明を目指すものである。序論、本論 2
部 6章および結語より構成されている。 
序論「先行研究と問題意識」においては、山崎豊子の作品に関する先行研究を概観し、
とくに問題意識の変遷を追究している。まず、先行諸研究は様々な立場で山崎作品をめぐ
って詳しく論じているが、しかし、いかにその作品群をもっと広いコンテキストの中で、
文化交渉の視点を用いて研究すべきかについて未だ本格的に検討されていないのが現状で
あると指摘した。次に、山崎の初期の作品は伝統的な船場商家などの「大阪もの」に密着
した小説が多いが、その後の 1970 年代から約 20 年間にわたり戦争を題材にした「戦争三
部作」の経緯と契機についての研究も不十分であったとする。そして、このような研究現
状をふまえて、山崎豊子の「戦争三部作」とその形成条件を中心に据えて、山崎豊子の人
物像を系統的･多面的に考察しようとした本論文の意図を表明した。 
第Ⅰ部「戦争題材の<戦争三部作>」では、山崎が約 20年にわたって創作した『不毛地帯』
(1976年-1978年単行本)、『二つの祖国』(1983年単行本)、『大地の子』(1991年単行本)と
いう戦争を題材とした「戦争三部作」の内容について分析している。その中で、第一章「<
戦時体制>の<余威>を反映した『不毛地帯』」では、「1940 年体制」を切口として、この作品
における山崎豊子の戦争に対する鋭い洞察、執筆の経緯及び社会への影響を論じた。第一
節「<1940 年体制>が戦後日本に残存する理由」においては、金融体制における「戦時体制」
（いわゆる「1940 年体制」）の維持は、高度経済成長を支える最大の要因であったというこ
とができるとする。第二節「戦後の<不毛地帯>における戦争への反省」では、「白い不毛地
帯」と「赤い不毛地帯」という二つの「不毛地帯」の中で、山崎は主人公の生き方を通し
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て、戦後 30年間の日本人の心の歩みを描きながら、戦後日本社会の背後に隠れた様々な社
会問題も浮き彫りにしていることについて分析した。第三節「『不毛地帯』の執筆経緯と社
会への影響」では、山崎が『不毛地帯』という戦争題材の作品の執筆に取りかかったこと
は決して偶然ではなく、学生時代の戦時体験や、戦争経験者である富士正晴(1913-1987)と
の密接な交流によるものだと明らかにした。 
第二章では『二つの祖国』を取りあげている。ここではこの小説を通して、山崎の戦争
と平和についての考えを表明したことを論じて、「戦争三部作」のうちに唯一の悲劇的な結
末で終わった経緯を分析した。第一節「日系アメリカ人の<二つの祖国>」では、前後 5 年
にわたる綿密な取材により収集した豊富な関係者資料に基づいて、この小説を完成させた
時代背景と山崎の動機づけを論じた。第二節「『二つの祖国』における山崎の平和への思い」
においては、主に米国内の強制収容所、戦場となった太平洋の島々、広島の原爆投下及び
東京裁判という四つの題材を紹介した。山崎はこれらの四つの題材を一つに融合し、主人
公とその家族の体験した戦争の悲劇が二度と繰り返されてはならないという、平和の希求
と戦争の悲惨さ、無謀さを強く描き出し、日本の敗戦という事実をどんな保護膜にも覆わ
れていない純粋状態で取り出すことに成功したと評価している。第三節「主人公の悲劇的
な運命の経緯」では、主人公の悲劇的な運命を通して、戦争が多くの在米日系人にもたら
した大いなる悲惨と苦悩を見事に浮彫りにして、内なる二つの祖国に身を引き裂かれるよ
うな苦悩を味わいながら、強制収容所や前線で死んでいった多くの日系人たちに対する山
崎の考えを明らかにしている。 
第三章では『大地の子』を取りあげている。文化交渉の視点から『大地の子』における
戦争中の苦難、戦後の反省及び平和の追求を分析した。第一節「国策の犠牲者としての<中
国残留孤児>」では、日中戦争の最大の犠牲者であると言える「中国残留孤児」についての
時代背景と、山崎の中国での取材日記に記された一人の戦争孤児の経験などを述べている。
第二節「『大地の子』中国に還る」では、中国の取材の扉を、当時中国共産党の総書記であ
った胡耀邦の英断で開かなければ、『大地の子』という作品は完成しえなかったはずと論じ
た。山崎は執筆の際に中国での取材にあたり、胡氏の全面的な協力を得たほか、3度も中南
海の公邸に招かれた。さらに、胡氏が急逝した後、山崎は『大地の子』全 3 冊を恩人とし
ての胡の霊前(江西省の共青城にある記念碑)に捧げ、心からの感謝を表明した。 
第三節「戦後はまだ終わっていない」では、山崎豊子文化財団、小説のもたらした影響、
及び歴史認識問題について分析している。戦争は多くの人々に死をもたらしたから、生き
残ったものがその悲惨さを語り継ぎ、後世に残していくことは、二度と戦争を繰り返さな
いために担うべき使命だと考える。終戦から現在、そして今後も、多くの読者にこの作品
を読んでもらい、歴史の真実を永く語り伝えていこうとすることが山崎の願いである。第
四節「『大地の子』をめぐる日中間の文化交渉」においては、山崎は中国での徹底的な取材
のこと、北京日本人学校のこと、及び NHK と中国中央電視台の合作などについて述べてい
る。 
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第Ⅱ部「<戦争三部作>の形成条件」では、第Ⅰ部に基づき、「戦争三部作」が形成された
諸条件を究明した。第四章「記者から社会派作家へ」においては、主に記者の経歴と井上
靖の薫陶、助言者としての富士正晴の長期指導、及び社会派小説家への道と「取材の鬼」
の鋭い洞察という三つの視点から、一記者から社会派作家への山崎の成長過程を検討して
いる。第一節「記者の経歴と井上靖の薫陶」では、山崎自身の記者時代に訓練された取材
力のことを考察し、山崎が毎日新聞大阪本社に勤めていた時、同社で上司だった作家の井
上靖の薫陶を受けたことを述べた。第二節「富士正晴の長期指導」は、富士正晴という 20
年間にわたる真の助言者の長期指導を中心に検討した。2018 年 5月 17日、大阪府茨木市の
中央図書館に併設する富士正晴記念館で収蔵されている山崎から富士宛への書簡が山崎没
後、初めてメディアに掲載されることとなった。発見された書簡は 1950 年から 1968 年ま
で約二十年間の約５０通であり、内容は主にデビュー前後や人気作家になった頃、作品を
創作中の山崎が富士に助言を求めたものである。「御批評」、「ご教導」、「ご意見」などとい
う言葉が所々に見え、助言者として富士の存在がいかに大きかったかがうかがえる。第三
節「社会派小説家への道と<取材の鬼>の鋭い洞察」では、伝統的な船場商家などの「大阪
もの」に密着した小説から「戦争三部作」という戦争題材の社会派小説までの間の繋がり
を究明し、山崎の緻密な取材力と正確な情報把握･分析能力を評価した。 
第五章「物理的条件」においては、主に激動した二十世紀の世界情勢、戦後日本の諸問
題と山崎の視点、及び日本人の海外渡航という側面を分析している。第一節「激動した二
十世紀の世界情勢」では、「戦争の世紀」といわれた二十世紀の激動した内外情勢をめぐっ
て論じた。第二節「戦後日本の諸問題と山崎の視点」では、戦後日本の経済成長とそれに
伴うさまざまな社会問題も出てきたことを述べ、山崎のそれらの諸問題の視点を検討した。
第三節「日本人の海外渡航」では、1964 年に海外渡航の自由化が実現したことは山崎の徹
底した海外取材を可能にした非常に大きな要素であることと指摘した。 
第六章「心理的条件」については、主に戦争記憶との肉迫、富士正晴の戦争文学から受
けた影響、及び「人間疎外」の現代社会への批判という三つの面から考察している。第一
節「戦争記憶との肉迫」では、戦争体験を持つ山崎の戦争に対する考えを触れている。 
2015 年、89 歳で亡くなった山崎が、20 歳から 21 歳にかけて書いていた日記が大阪府堺
市の旧宅で見つかった。山崎の日記は他に残されておらず、デビュー前に書かれたものが
見つかったことも初めてである。大阪大空襲と軍需工場で弾磨きや軍衣の縫製をさせられ
ることを経験した山崎の実感が伝わっている。第二節「富士正晴の戦争文学から受けた影
響」では、戦争経験者である富士正晴との密接な対話を検討した。戦争体験の衝撃は、富
士の記憶と思想に終生消えることのない深い傷痕を残した。戦争に直接言及した書簡はま
だ見つかっていないが、戦争体験の衝撃がこの二人の記憶と思想の中に終生消えないこと
は共通しており、山崎は富士の戦争観や創作方法から深い影響を受けたこと、及び二人の
間には戦争に関する密接な対話があったことが推測できる。第三節「<人間疎外>の現代社
会への批判」において、「戦争三部作」には、武器を持つ戦争と、戦後経済が高度に成長し、
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人々の生活水準は著しく向上しながらも、精神的には無意識に荒廃しつつあるという「人
間疎外」の現象が描かれているため、この問題について分析を行った。 
 結論では、約 20年間にわたって完成された「戦争三部作」の形成条件として、井上靖の
薫陶、とくに大阪の先輩作家である富士正晴の長期指導を受けたこと、高度成長期におけ
る海外渡航の自由化などの物理的条件、山崎自身の戦争体験による非戦の希求という心理
的条件、その粘り強い取材力とその取材活動に対する中国の改革開放の旗手である胡耀邦
氏や取材を受けた多くの方々の温かい配慮などが挙げられる。これらの諸条件が揃ってい
たからこそ、山崎は国際的作家となり得たのであると論じた。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
  
山崎豊子とその作品群について先行研究が多いが、山崎が社会派作家、ないしは国際的
な作家に成長できた諸条件に関する詳細な検討がまだ不十分なようである。論文提出者が
このような研究現状を踏まえて、戦時下に書かれた山崎日記、富士正晴宛山崎豊子書簡お
よび胡耀邦氏との会見記録など一次資料にもとづき、また「1940 年体制」という野口由紀
雄氏の論点や文化交渉学の方法を生かし、戦争三部作の形成要因や、山崎の歴史観に裏打
ちされたこの三部作という戦争文学の特徴を深く追究したことが高く評価できる。しかし、
本論文に、作品中の人物や筋の展開に対する立ち入った分析が欠けているという弱点もあ
る。今後の改善を期待したいと思う。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
